


21

　心臓や呼吸が止まった人に対する処置を救命処置と言います。
　救命処置は、１分１秒でも早く行うことが必要です。
　１１９番通報し救急車を要請しても、救急隊の到着時間は
全国平均で約９分間かかり、救急隊が来るまで何もし
なければ、命が助かる可能性は極めて低くなります。
　
　図１は、命が助かる可能性と時間経過を示しています。
　心臓と呼吸が４分間停止すると、命が助かる可能性は、救命
処置をした場合が約４０％であるのに対し、何もしなかった場合
は約２０％と半減してしまい、救命処置による効果が高いことが
わかります。
　したがって、その場に居合わせた人が救命処置を行うこと
は、「すぐに１１９番」することと同様に重要なのです。

救命の連鎖 救命処置の重要性

心停止の予防

もしも、あなたの大切な人（家族や友達など）が目の前で倒れ、

心臓や呼吸が止まってしまったら・・・・・・

あなたならどうしますか？

何もしないでいたら、「救える命」も救えなくなってしまいます。

このようなとき、その場に居合わせた人から、救急隊へ、そして医師へと

救命の連鎖が行われたなら、命を救える可能性は高くなります。

つまり、救命の
連鎖とは、

あなたは、大切な人を守れますか？
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（心臓と呼吸が止まってからの時間経過）
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居合わせた人が救命処置をした場合
救急車が来るまで何もしなかった場合

・時間の経過で低下する救命のチャンス
・応急手当が救命のチャンスを高める

図  1

図１　救命の可能性と時間経過
（改訂5版　救急蘇生法の指針2015より引用）

子どもの突然死の主な原因には、
けが（外傷）や、溺水（できすい）、
窒息（ちっそく）などがあります。
いずれも、日常生活の中で十分に
注意することで予防できるもの
です。

子どもの場合 成人の場合 「救命の連鎖」における「心停止
の予防」は、急性心筋梗塞や脳卒
中の初期症状に気づいて救急車
を要請することです。
これによって、心停止に至る前に
、医療機関で治療する可能性が
高くなります。

成人の突然死の原因には、急性心
筋梗塞（きゅうせいしんきんこうそ
く）や脳卒中（のうそっちゅう）があり
ます。
これらは、生活習慣病ともいわれ、
生活習慣の改善でその発症リス
クを低下させることができます。

　この救命の連鎖における最初の３つの輪は、その場に居合わせた「あなた」にし
かできません。
　もちろん、急に目の前で倒れたら、誰でも驚き、戸惑ってしまいます。
　でも、事前に応急手当の手順や技術を身につけていれば、そして、少しの勇気を
持っていれば、あなたの大切な人を守ることができるはずです。
　大切な人の命を守るため、救命処置のしかたをおぼえましょう！

心停止の予防 早期認識と通報
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二次救命処置と
心拍再開後の集中治療

一次救命処置
（心肺蘇生とAED）

脳の血管が詰まる「脳梗塞」や破裂する「脳出血」は、
脳の働きが損なわれる病気です。

心臓の血管が詰まる「心筋梗塞」は、死に至ることが
ある恐ろしい病気です。
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119番通報について

【注意事項】

住所がわからない場合は、お近くのバス停や交差点の名前などを伝えてください。

また、携帯電話からの場合は、電波の状況によって横浜市で直接受信できないこと

がありますので、住所は「○○市」から伝えてください。

救急車は、病気やケガにより、いち早く応急処置を行い、

緊急に医療機関へ搬送する必要があるときに利用するものです。

しかし、症状に緊急性がなくても「交通手段がない」などと、

救急車を呼ぶ人がいます。 これは、事故による大ケガや心筋

梗塞などの重症者への対応の遅れにつながってしまいます。

緊急に救急車を

必要としている人のために、

救急車を上手に使いましょう！

救急車の利用について

119番通報の内容から、症状に応じて、救急車のほか消防車も出動します。

症状に応じた救急車などを出動させるため、あわてず正確に通報しましょう。

■ 救急通報の     のポイント

出動 119番通報

６

７

８

９

⓾

１

２

３

４

５

意識はあるか？

呼吸はあるか？

歩けるか？

他の症状や持病、かかりつけ医療機関は？

通報者の名前と電話番号？

救急車が向かう場所は？

だれがどうしたのか？

年齢は？

具合が悪い人が目の前にいるか？

話すことができるか？

消防署 消防司令センター
（保土ヶ谷区）

出動指令

救急車を
お願いします!!

横浜市救急受診ガイド
パソコンやスマートフォンの画面上で、急な病気やけがの緊急性を確認できます。

「横浜市救急受診ガイド」で検索、もしくは右のQRコードからもアクセスできます。

各区消防署にて、冊子版も配布しています。

※緊急時はすぐに119番で救急車を呼びましょう。

①番
電話機の

を選択

②番
電話機の

を選択

音声案内が流れ始めたら

相談したい

●受診したほうがいいか？

●どの科がいいか？

●119番通報したほうがいいか？

●いま行ける医療機関を知りたい

●どの科を受診するか決まっている

または ☎ 045-232-7119
（すべての電話でご利用いただけます）（携帯電話、PHS、 プッシュ回線の固定電話）

横浜市救急相談センター

急な病気やけがで救急車を呼ぶか迷ったときは…

｝

9117＃☎

【医療機関案内】

受診できる病院・診療所を

ご案内します。

【救急電話相談】

症状に基づき、緊急性や受診の必

要性を看護師がアドバイスします。

【ご利用時の留意事項】

◯聴覚障害者専用FAX(医療機関案内のみ）をご用意しています。 FAX : 045-242-3808

◯お薬の飲み方などの質問や、現在かかっている病気の相談、セカンドオピニオン、健康相談等についてはお受けできません。

◯受診の際は、必ず各病院・診療所に診察状況・混雑状況等をご確認のうえ、お出かけください。

◯ご利用の時間帯によっては、混雑によりつながりにくい場合があります。
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